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「校庭芝生化地域連携事業」　実績報告書

区市町村名

学校名 立

１　事業目的 協議会名

２　主な取組と成果

３　取組内容

４　今後の取り組み

令和 2年度

大田区 多摩川小学校

「かけっこ教室」
実施日・・・令和２年９月４日
対象者・・・講演　全校児童
　　　　　　　実技体験　５・６年児童
主な内容
　（講演）　・講師の体験談（陸上との出会い、競技会の話など）
　（体験）　・芝生上でかけっこ体験
　　　　　 　・走り方やスタートの仕方などのコツについての講義と実践
　（成果）　・走ることに興味をもったり自信をつけた児童が多かった。
　　　　　　　・１か月後の運動会で、各学年４チームに分けて全員リレー
　　　　　　 　を行い盛り上がった。
「フラフープで遊ぼう｝
実施日・・・令和２年１０月７日
対象者・・・１・２年児童
主な内容・・・児童の実態に合わせグループを編成し、活動した。
　　　　　　・フラフープを回してみよう。（フラフープ体験）
　　　　　　・回転競争
　　　　　　・フラフープでダンシング
「映写会」
実施日・・・
対象者・・・全校児童自由参加
主な内容　・児童対象に見たい映画を投票
　　　　　　　・おやじの会の主催で上映会実施
　　　　　　　・芝生の上で映画を見る。（今年度は、飲み物等禁止）

大田

・今年度は、コロナ感染症対策のため活動が制限された。しかし、芝を活用した活動は屋外であるた
め、密を避ける対策を取りながらある程度の活動を実施することはできた。今後も、屋外という利点を
生かし、芝を活用した活動を実施していく。
・地域参加や児童参加の芝刈りが実施できなかったが、来年度は、人数の調整をしながら芝刈りを実
施することで、芝生に対する理解や関心を高めていきたい。
・連携事業の活用も５年目になる。事業を活用して芝生の管理や芝生を使っての活動を継続してきた
ことで、現在の校庭芝生の状態は管理業者も驚くほど良好である。土壌も年々良くなり、夏芝がしっか
りと根をはっているため子どもたちの足にも大変優しい校庭になっている。今後も連携事業を活用して
いきたい。

多摩川小学校グリーンサポート委員会

・学校と地域が連携・協働した芝生の維持・管理及び活用等の仕組みづくりを推進することを通して、
子どもの心身の成長・発達や地域の教育力向上を目指す。

≪取組≫
・毎週土曜日の芝刈りは、コロナ禍の中で児童参加が難しかったためグリーンサポート委員会が中心になって芝刈りを行った。また、毎週月
曜日に、ボランティアで芝刈りをしてくれた地域の方もいた。
・「グリーン大作戦」は、ポット苗づくりの時期が休校中だったために、今年度に限り管理会社の協力により苗の提供を受け捕植作業を行っ
た。（芝の状態が良かったため、少量で済んだ。）
・学校再開後、２学期から徐々に活動を開始した。例年実施する上映会・ふわふわ風船飛ばしに加え、密を避けて実施できる「フラフープで
遊ぼう」「かけっこ教室」などを実施した。
・多摩川グリーンサポート委員会の定例会議を年４回実施し、芝生の維持管理状態や活動方法を共通理解した。
≪成果≫
・長年の努力が実り、現在の芝の状況は最高の状態である。夏芝の根がしっかり張り、土壌も柔らかくなり児童の活動にも最高の状態であ
る。
・コロナの影響でイベントについては開始が遅くなったが、密を避ける状態で実施することができた。
・芝の状態が良いため、毎週水曜日の「はだしデー」は大盛況である。


